
　富山県富山市を中心に、西は高岡市、東は朝日町までを供給エリアとする北国エ
ネルギーは、1947年に練炭の製造、販売から始まり、現在はプロパンガス、石油製品
のほか、ガス設備関連の機器販売、リフォーム事業に加え、オートガススタンド事業や
太陽光発電事業と幅広い事業を展開している。

株式会社北国エネルギー

　検針は社員と委託検針員2名で行ってお
り、将来的に高齢化に伴う離職のリスクや近
年の深刻な人手不足により、募集をしても集
まらないという懸念からLPWAを導入するこ
とを決めた。一方で供給エリアには歴史ある
町屋造りの日本家屋の集落があり、景観を
重視する観点からボンベを軒先ではなく、家
屋裏手の中庭に設置せざるを得ないお客さ
まが30件ほど存在。各家庭の家屋の中まで
行かないとできない検針は、お客さまが在宅
していないとできないことから相当な負荷がかかっており、自動検針を実現させるため
最優先で設置した。併せて雪深い地域のため、社屋から遠距離にあるお客さま宅も優
先的に設置したが、「本来であればもう少し多くの機器を設置したいところではあるも
のの、現在検針員が抱える仕事が激減することを回避したり、将来、LPWA機器の取替
時に一斉に大量の作業を行わなければならなくなるなどといった仕事量のバランスを
考慮した結果、今回は合計340件に設置しました」と営業部課長の田部さん。

歴史ある家屋がLPWAを導入したきっかけのひとつ
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　地区ごとに設置を進める中、お客さまへの事前周知は封書による郵送で取り付け
１ヶ月前に行った。郵送コストはかかるものの、検針時のポストへの投函と比べ確実に
読んでいただけ、また信用を得られることで取り付け訪問時の説明が簡易に済んだ点
は、短期間で設置できた要因のひとつという。

設置の事前案内は郵送により信用につながった



設置前の周知チラシ LINE WORKSの内容

　お客さま宅でのガスの異常（季節の変わり目では水温の急低下によるガス使用量が
一気に上昇し遮断など）が発生した場合にはすべて機器メーカーのコールセンターに
通報が入り、お客さま対応まで含めて委託している。設置後に要する毎月の委託料や検
針結果の作成労務費、郵送コストと、導入前の検針コスト、ガソリン代などを比べると導
入後の方がコストアップしているものの、業務効率化を推進することを優先したという。

ランニングコストは導入前後で増加も

　機器取り付けは機器メーカー協力のもと４名
の社員が担い、メーカーによる取り付け研修を
実際に取り付ける集合住宅で行った。取り付け
時の記録や撮影写真の不備などを最小限に抑
えるため、取り付け後すぐに日頃から活用して
いるビジネス用のチャットアプリ「L INE  
WORKS」で社屋にいる事務方に記録ボードや
設置前後の写真データを送付。「事務方は即時
にデータ確認を行い、不備があればすぐに現
場に戻っての修正を指示するという流れで、帰社後の現場再訪問といった無駄が無い
ようにしました」とデータ確認、修正指示作業を担った営業部課長代理の髙島さん。

取り付け現場と事務方の連携が効率的な作業に結び付いた

　LPWA機器設置の際には、難検針宅への設
置を進めてきたが、「LPWA機器の電池寿命は
１０年なので、取替期限の近いガスメーターや
調整器と合わせて設置することで、今後各機器
の取替で何度も行く手間が省けることになりま
す。１０年後の取替時期にどうなっているかはわ
かりませんが、将来を見据えた場合にはこうし
た基準で設置先の選定をすることも検討してみ
ては」と田部さんはアドバイスを送る。

これから導入を計画する事業者へのアドバイス
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


